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研究成果の概要（和文）：福島，愛知，広島，沖縄の障害者スポーツセンターの特色を活かしたプログラムが実施され
満足度は高いが，利用している身体障害者からは共通して自宅からの利便性について要望が多かった．特別支援学校で
は，スポーツ指導の人員不足が課題とされていた．スポーツ活動の影響は，特に心理的側面において良好な傾向がみら
れた．新しいスノースポーツの開発としてスノーボード用具の改良を行った．初回は，滑走が短距離で疲労度高かった
が，靴底の高さを調整すると長時間疲労もなく滑ることができた．

研究成果の概要（英文）：Although adapted sports centers in Fukushima, Aichi, Hiroshima, and Okinawa 
offered unique programs to their members (physically-challenged individuals) who were highly satisfied 
with the services they received, they still left much to be desired with regard to ease of access from 
home. At special needs schools, the lack of qualified sports instructors was found to be a problem. 
Sports activities generally had a positive psychological impact on all individuals involved. Several 
adjustments were made to snowboarding gear to develop a new snow sport. Although the initial prototype 
made riders very tired after traveling only a short distance, adjusting the height of the boot soles 
allowed them to travel a longer distance without getting tired.

研究分野：アダプテッド・スポーツ科学

キーワード： 実態調査　質問紙調査　身体障害者　障害者スポーツセンター　特別支援学校
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  現代社会における重要なスポーツ活動と
して,年齢,身体能力,心あるいは身体障害な
どにとらわれず,誰もが楽しむことができる
アダプテッド・スポーツがあげられる．一般
社会においては,スポーツ実施環境の整備な
どが進んだこともあって,このアダプテッ
ド・スポーツ活動が盛んになってきたように
思われる．戦後の日本では障害者に対するス
ポーツ普及ならびに障害者の健康維持・増進
を目的とした障害者スポーツセンター(以下
センター)が，各地に作られるようになった．
初めて障害者を対象としたスポーツセンタ
ーが開設されたのは，1974 年の大阪市であっ
た．2011 年 10 月現在，全国に 23 箇所のセン
ターが運営されている．センター内の主な施
設は，プール，アリーナ，トレーニングジム，
多目的室等である．障害者スポーツセンター
の設置目的は，障害のある人々のスポーツ及
びレクレーション活動の推進拠点として，ま
た健康の維持及び増進と社会参加を促すた
め，障害のない人々との共同利用による交流
の場として活用されることである．センター
で行われるスポーツは，医学的リハビリテー
ション終了後に，障害者が行なうことができ
るものであり，その実施プログラムもセンタ
ーで用意される．また，そのプログラムを継
続することで身体機能の維持及び改善，自立
性の向上及び「生活の質」(Quality of life:
以下，QOL)の向上が期待されている． 
 
２．研究の目的 
 スポーツ活動による個別の心理的研究は
数多く報告されているが，スポーツ環境と
身体障害者に関する研究は国内・国外を問
わずなされていない．その理由は，肢体・
視覚・聴覚と多様な障害種別に別れており，
調査をしていく上において非常に困難とさ
れているからである．本研究の目的は，各
対象に応じたスポーツ環境について，利用
者及び提供者に着目して,(1)身体障害者の
スポーツ活動による身体的及び心理的満足
度を明らかにする．(2)地域におけるセンタ
ーの特徴を比較検討する．(3)新しいスポー
ツ種目導入の可能性．(4)身体障害者のスポ
ーツ環境．以上の 4点であった． 

 

３．研究の方法 

 地域センターにおける設備に関する特徴
及び交通の利便性，運動プログラム等施設の
取り組みの違いについて郵送調査後，福島・
愛知・広島・沖縄のセンター職員に対するヒ
ヤリングと利用している身体障害者と特別
支援学校の生徒に，基本属性及び心理質問紙
を用いて調査を実施した．比較対象として，
大学生に同様の調査を行った結果から，SPSS
を用いて比較分析を行いその傾向を導いた．
さらに，身体障害者に対するスノーボード指
導から新しいスポーツ種目導入の可能性に

ついて検討した． 
 
４．研究成果 
(1) 身体障害者のスポーツ活動による身体 
的及び心理的満足度 
 身体障害者とスポーツ活動に関する研究
では，Groff et al, (2008) は，2005 年に開
催された世界身体障害者スポーツ大会に出
場した選手のアイデンティティとQOLに及ぼ
すスポーツの影響について調査した．その結
果，アイデンティティと QOL の間に有意な相
関関係が見られ，スポーツ選手とレクリエー
ション活動者及びスポーツ非実践者のQOL比
較では，スポーツ選手の QOL が高かった．活
動が少ない身体障害者に関して，身体活動や
スポーツ活動の増加によって死亡率の低下
も指摘されている(Zwiren et al，1975 ; 
Schmid et al，1998)．さらに身体活動やス
ポーツ活動が，メンタルヘルスや QOL の改善
に効果があることも報告されている(Singh, 
2002;Shephard, 1991)．そこで，福島県・愛
知県・広島県・沖縄県でスポーツ活動を実施
している身体障害者及び特別支援学校の生
徒を対象として，QOL に関する質問紙調査
(SF-36)を行なった．スポーツ活動が身体障
害者に及ぼす影響について検討し，さらに比
較対象群として，大学生に対しても調査を実
施した． 
SF-36 は，健康全般に関する客観的及び主
観的内容の計 36 項目よりなる．これらの項
目は，身体機能（Physical functioning＝PF），
日常身体的役割機能（Role physical＝RP），
体の痛み（Bodily pain＝BP），全体的健康観
（General health＝GH），活力（Vitality＝
VT），社会生活機能（Social functioning＝
SF），日常精神的役割（Role emotional＝RE），
心の健康（Mental health＝MH）の 8 領域の
下位尺度から構成されている．各下位尺度の
得点は，国民標準値(50 点)に基づいて算出し
た(福原・鈴鴨 2004)．なおこの計算には，NPO 
健康医療評価研究機構より提供された
SF-36v2 専用スコアリングプログラムのソ
フト（Excel 版）を用いた．データ解析には，
SPSS12.0 日本語版を使用し，各群における
差は，分散分析で有意水準は 5％とした． 
全体の身体障害者と国民標準値の比較で
は，PF は有意に低い値(P<0.01)を示したが，
RE を除くすべての項目で高く有意差が認め
られた(P<0.01)．広島，愛知，沖縄の QOL 得
点と国民標準値との比較を図１に示した．広
島県の身体障害者と国民標準値は，すべての
項目で有意に低い値であったが(P<0.01)，愛
知県では，BP,RP,RE の項目で有意に低い値を
示した(P<0.01)．２県に比べて沖縄県の身体
障害者と国民標準値の比較では，PF を除くす
べての項目で高く有意差が認められた
(P<0.01)．福島県は，身体障害者と国民標準
値は，BP の項目で有意に高い値を示していた
(P<0.01)． 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
健常者との比較では，PF が低い値であった
が，BP,SF,MH は身体障害者が高い値を示しい
ずれも有意差(P<0.01)が認められた．沖縄県
の身体障害者と健常者との比較においても，
PF 以外のすべての項目で身体障害者が高く
有意差(P<0.01)が認められた．広島県は，
PF,RP,GH,RE の項目で身体障害者が低く有意
差(P<0.01)が認められた．愛知県では，PF,RP
の項目で健常者が有意に高かった(P<0.01)． 
ただし，ここで福島県においては得られた障
害者サンプルが他地域と比べて少なく（沖
縄：102，広島：101，愛知 98、福島：31），
結果の頑健性について注意が必要である．ま
た，障害者サンプル 31 名のうち 22 名が知的
障害の児童（小学生および中学生）であった
ことも付記しておく．   
上述の注意を要するものの，いずれの県に
おいても身体的側面は低いが，精神的側面に
おいては高い値を示しており，スポーツ活動
が特に影響していることが明らかとなった．
特に体の痛みで高い得点を示していたのは，
スポーツ活動により身体の緊張がほぐれ痛
みが軽減されていることから良い影響を与
えていることが推察された． 
 
(2) 地域における障害者スポーツ施設の特 
徴 
山形県・福島県・愛知県・広島県及び沖縄
県の各センターの特徴と利用状況の実態調
査を行った．センター利用状況は，山形・福
島は障害者より学生を中心とした健常者の
利用が多数を占めていたのに対して，福島・
愛知・広島・沖縄では障害者の利用が多数を
占めていた．その理由として交通アクセスの
問題が大きく関連していた．スポーツプログ
ラムは，沖縄県はバリアフリーダイビング及
び車いすでのスカイダイビング等アウトド
アスポーツプログラム，広島市センターは障
害者スキーを充実させており他府県からの
貸し出し依頼にも対応していた．広島県セン
ターは．アリーナ 2階に視覚障害者が一人で
ランニング可能なコース写真1と車いす専用
のトレーニング機器写真 2を導入していた． 

福島県と愛知県は，車いすバスケットボー
ル・サウンドテーブルテニス等施設内で行な
える団体スポーツの指導に特化していた．福
島県のセンターは，近隣のスポーツ専門学校
の教員と学生が体操教室を実施しており，高
齢の身体障害者が多数参加していた．愛知県
のセンターでは，身体障害者のアーチェリー
教室を月１～２回実施している事が特徴的
な点であった．このように，地域の特色を活
かしたスポーツ活動と必要な用具に違いが
あることが明らかとなった． 
 

 
写真 1 視覚障害者用ランニングコース 
 

 
写真 2 車いす専用のトレーニング機器 
 
 
(3) 新しいスポーツ種目導入の可能性 
 陸上競技やバスケットボール，スキーなど
はパラリンピックの競技として実施されて
おり，ウィンタースポーツの中で特にスキー
は視覚障害や滑走動作の研究等がこれまで
も数多く行われている．一方，スノーボード
もスキーと同様，自然の中でしか味わうこと
の出来ない爽快感や開放感を得ることがで
き，また，重力を主な移動動力としながら相
対的に小さな力でコントロール可能である
ことから身体機能のトレーニングとしても
有効であると考えられるが，これまで障害者
のスノーボードに関する研究は皆無に等し
い．スノーボードは座位での滑走ができない
こと，また雪上で立位の状態でバランスを保
つことも容易であるとは言えないこと等が
要因としてあげられる．しかしながら，スノ



ーボードは動的なバランス感覚のトレーニ
ング効果が高いと考えられ，また，自らがコ
ントロールして斜面を滑走することで非常
に大きな達成感を感じることができること
はスキーと比較しても勝るとも劣らない．そ
こで，多くの障害者がスノーボードを楽しめ
るよう，スノーボードの用具を調整すること
によってどのように操作性が向上するかど
うかを検討した． 
 被験者は脳性小児麻痺，四肢機能障害第一
種第二級と診断されており，上肢・下肢不自
由，音声機能障害で，左半身に麻痺がある．
実験方法は室内において 3D モーションキャ
プチャおよびフォースプレートを用いた疑
似滑走状態における用具調整による操作性
向上を確認する実験と実際の雪上における
実験を行った． 
 用具調整についてスノーボードはスキー
と同じく滑走面を有する板とブーツをバイ
ンディングによって固定するが，滑走方向に
対して左右非対称のため，スタンス巾，足先
の角度等様々なバインディングの調整が可
能となっている．本研究での被験者は左半身
の麻痺により立位時にも左踵が接地できず
左足に荷重しにくい状況である．そこで，踵
部分が約 20 mm 挙上される市販のカント/リ
フトプレートを用いてその効果を確認した．  
図１にカント/リフトプレートを左バイン
ディング下部に装着し，左右に荷重移動した
場合の左右それぞれの鉛直方向荷重を示す．
図に示すように左右のピークが均等に現れ，
麻痺側である左足での荷重も右側と同様の
値を示していると共に，切り替えの時間の平
均が 1.36 秒であった．これに対し，カント/
リフトがない試技では切り替え時間の平均
は 2.15 秒と長くなり，かつ滑らかな荷重移
動が出来ていないことが判明した． 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 カント/リフトプレートを装着することに
より左右への滑らかで素早い荷重移動が可
能となるだけでなく，前後方向に関しても同
様の結果が得られた為，スノーボードの操作
性の向上が期待できる．また，実際に雪上に
てカント/リフトプレートを装着して滑走し
たところ，装着無と比較し，操作性の向上が
体感できたと報告を受けた．このように，身
体障害者の身体状況に合わせた用具を用い

ることでスノーボードにおける操作性の向
上を確認出来た． 
 
(4) 身体障害者のスポーツ環境 
現在障害者が専用及び優先的に利用でき
るスポーツ施設は全国に114ヵ所設置されて
いる．設置者は都道府県が 45 ヵ所，市町村
が 68 ヵ所（内，政令指定都市 21 ヵ所）であ
った．施設のおよそ 8 割は 1990 年までに設
置されていた．浜松市天竜障害者体育館は，
老朽化と利用者が周辺学校の雨天時の部活
動利用が主である為に平成 25 年度に廃止さ
れた．センターのヒヤリング調査では，東北
地方でアクセスが悪いためタクシーで送迎
を行っている・近隣大学のサークル活動が中
心となっていた．大阪にあるセンターの特徴
は，障害のあるなしにかかわらず全ての人に
解放された完全バリアフリーの施設となっ
ていることである．公共交通機関による場合，
電車とバスの乗り継ぎが必要であるほか，自
家用車であっても高速道路の利用が必要と
なるなど，障害者にとって決してアクセスし
やすいものとはいえない．これは，沖縄，広
島，愛知も同様の傾向であった．身体障害者
は，その特性により移動に関する問題を抱え
ている人が多いためセンターへのアクセス
強化が調査からも多く求められていた． 
アウトドアスポーツでは，国内でも，障害
者がスキーを行っているスキー場として知
られている福島県箕輪スキー場で，チェアー
スキー客2名とインストラクター及び付添人
のインタビューを行った．その結果，更衣室
及びゲレンデに出る階段という健常者では
気づきにくい点が明らかになった． 
パラリンピック陸上選手佐藤圭太氏は，ロ
ンドン大会滞在経験から，大会前からパラリ
ンピックに関するテレビ CM が流れており，
イギリス国民に広報活動を行っていた点・陸
上競技時に日本の大会より多くの観客がい
た点・選手村及び競技会場におけるバリアフ
リーが整っていた以上３点が特に印象に残
っていたと話した．日本では，最近メディア
に取り上げられるがパラリンピックの認知
度は低く，障害者アスリートが練習できる環
境が整えられておらず遠方へ行くことが多
いと述べていた．これは，都道府県に一つし
かセンターが設置されていないのが大多数
を占めており，地域の障害者が気軽にスポー
ツ参加が難しい現状と一致していた． 
このような現状から求められていること
は，一般のスポーツセンターで，障害者スポ
ーツ活動が行える環境である．地方在住の身
体障害者が，自宅から近いスポーツセンター
で活動可能になれば障害者スポーツの普及
促進につながることが考えられた． 
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